
令和６年 11 月 

 

市長定例記者会見次第 

 

１．日 時：令和６年 11 月 18 日（月） 14:00 ～ （約１時間） 

２．場 所：第一本庁舎４階 405 会議室 

 

３．出席者：市長、関係局長ほか 

 

４．案 件 

（１）金沢ふらっとバス車両新デザイン投票結果について        （資料番号１） 

   

（２）金沢市スポーツ大使の委嘱について                 （資料番号２） 

                

（３）複数の世界的メディアが旅行先の特集で金沢を選出したことについて（資料番号３） 

（４）旬の金沢食材フェアについて                      （資料番号４） 

（５）「金沢・建築文化会議」の開催について               （資料番号５） 

（６）大学連携学生定着促進事業 

   “金沢で暮らす”を考える交流会の開催について             （資料番号６） 

（７）令和６年能登半島地震に係るり災証明書交付申請等の受付終了について 

                                  （資料番号７） 

（８）令和６年能登半島地震に係る固定資産税等の特例について     （資料番号８）      



市長定例記者会見資料

金沢ふらっとバス車両新デザイン投票結果について

金沢ふらっとバス此花ルートの電動バス導入を契機として、車両のデザインを刷新するこ

ととしました。デザイン案については、金沢美術工芸大学の学生から 15 案を募り、その内４

案について、インターネット等により投票を実施し、新デザイン案を決定しました。

今後は、此花ルートの電動バス車両に新デザインを施すとともに、決定したデザイ

ン案をもとに、菊川、材木、長町の各ルートのデザインを作成し、車両の更新に併せ、

新デザインを順次、導入していきます。

※決定したデザイン案については、会見場所で発表します。

１．投票期間  令和６年９月２５日（水）～10月 24日（木）

２．投票方法及び得票数

投票方法 得票数（票） 割合（％）

インターネット ２，６０９ ７３．２％

投票所（注） ６０６ １７．０％

カーフリーデー2024 in金沢会場（10月５日開催） ３４３ ９．６％

郵 送 ５ ０．２％

合 計 ３，５６３ １００％

    注：市役所第一本庁舎・第二本庁舎、玉川図書館・泉野図書館・海みらい図書館

３．デザイン案

令和 6年 11月 18日
交通政策課

220-2037



市長定例記者会見資料

金沢市スポーツ大使の委嘱について

11月 30日開催の「パラスポーツを体験しよう!!」に講師として参加いただきます、

宮島徹也氏に対し、金沢市スポーツ大使を委嘱することとしました。

１．委嘱状交付式

日時 令和６年 11月 30日（土） 13:00～

会場 金沢市総合体育館 第１競技場

  ※「パラスポーツを体験しよう!!」開会式に先立ち執り行います。

２．略歴

  宮島 徹也（みやじま てつや）

東京 2020パラリンピック車いすバスケットボール 銀メダリスト

所属：株式会社オー・エル・エム・デジタル

富山県車いすバスケットボールクラブ

【略歴】

中学 2年生の時、左足を切断するも、半年後には車いすバスケットボールを始め、

高校 2年生でジュニア日本代表に選抜

2008年 北京パラリンピック男子日本代表として初出場（７位）

2012年 ロンドンパラリンピック（９位）

2016年 リオデジャネイロパラリンピック（９位）

2021年 東京 2020パラリンピック（銀メダル 男子日本代表史上初）

３.その他

【金沢市スポーツ大使】

スポーツを通じ、シティプロモーション活動を行い、本市のスポーツ推進及び都市

ブランドの向上を図るため、本市にゆかりのある方や、スポーツ文化の発展に貢献す

る方に対し、金沢市スポーツ大使を委嘱。

宮島氏は市主催の「パラスポーツを体験しよう!!」の車いすバスケットボール体験

会の講師として毎回参加いただき、本市パラスポーツの普及・推進に尽力され、スポ

ーツ大使の委嘱は、宮島氏で７人目（パラリンピアンでは初）

【パラスポーツを体験しよう!!】

金沢市スポーツ文化推進条例の施策目標の一つである障害者スポーツの普及啓発の

取り組みとして、パラリンピック種目およびパラスポーツを体験するイベントを開催

し、パラスポーツの理解促進のきっかけとするとともに、誰もが参加できるスポーツ

を通して、オリパラのレガシーといわれる「共生社会」の実現を目指す。

（１）日時 令和６年 11月 30日（土）13:00～16:30

（２）会場 金沢市総合体育館

（３）内容 パラスポーツ体験会（車いすバスケットボール、車いすフェンシング等）

スポーツメディカルチェック、ゆるスポーツ体験会 他

令和６年 11 月 18 日

スポーツ振興課

220-2443



市長定例記者会見資料

複数の世界的メディアが旅行先の特集で金沢を選出したことについて

金沢が世界的に権威のある米国メディア２社から、「行くべき旅行先」及び

「優れた取り組みを行っている旅行先」として選出されました。

今後も、インバウンド誘客による地域経済活性化と持続可能な観光振興に向け、

本市の観光資源と旅行ニーズが合致する欧米豪の高付加価値旅行者層を中心とし

た重点的なプロモーションと受入環境整備に取り組んでまいります。

１．ナショナルジオグラフィック 「Best of the World 2025」  

2025 年に行くべき世界の旅行先として２５地域を選出。今回は、地元住民

にも旅行者にも利益をもたらす体験、旅行者が歓迎され、その目的地の環境や

地域社会をサポートできる場所を選出。

（金沢選出理由）

木造の茶屋街、日本で最も美しい庭園のひとつである兼六園、江戸時代の

武家屋敷街があり、また「金箔」の 99％を生産しており、繊細な輝きを放つ

金箔を使った工芸品作りを体験することができ、混雑なく「ほんものの日本」

を体験できる旅行先であることが評価され東アジアで唯一選出。

２．コンデナスト・トラベラー 「Bright Ideas in Travel 2024」

   旅行業界の喫緊の課題に思慮深く熱意を持って取り組んでいる７１の団体、

場所、プロジェクト等を選出。うち、旅行先としては１２地域を選出。

（金沢選出理由）

2013 年から金沢市は旅行者が職人の工房を見学できるプログラム「金沢一

期一会」を開始し、新たな伝統工芸への支援の道筋を作ったこと。2024 年に

能登半島地震が発生した後、被災した職人を支援するなど、芸術・文化に対し

具体的に取り組んだことが評価され、旅行先としては東アジアで唯一選出。

令 和 ６ 年 1 1 月 1 8 日

経済局観光政策課

誘客推進室

220-2757 

ナショナルジオグラフィック

世界 170 か国以上で展開されるデジタル、ソーシャル、プリントのメディアを運

営しており、いくつもの印刷・デジタル媒体を持ち、ソーシャルメディアで 5 億人

以上のフォロワーを抱えている。ナショナルジオグラフィックが持つ旅行メディア

である「ナショナルジオグラフィックトラベラー」は「コンデナスト・トラベラー」

等と並び北米高所得者層をターゲットとした米国最有力旅行メディアの１つ。

コンデナスト・トラベラー

旅行業界において世界的にも歴史が長く権威ある旅行メディア。高所得者層を中

心とした読者を持つ米国大手旅行雑誌のひとつであり、高品質の旅行、ホテル、レ

ストラン、買い物などに関する最新情報を掲載し、読者数は約 320 万人にのぼる。



市長定例記者会見資料

旬の金沢食材フェアについて

１．目的

  海幸金沢や旬の加賀野菜などをふんだんに用いた期間限定のコース料理の

提供を通して、金沢産食材の周知・消費拡大を推進する。

２．概要

  （１）金沢香箱×加能ガニ金沢 in金沢蟹ディナー【別紙１】

（フレンチなどで新たな魅力を発信）

参加店舗：７店舗 「ア・ラ・フェルム・ドゥ シンジロウ」

「レ・トネル」、「ニコン」、「ミール」、「オリゴ」、

「リストランテ スギヤマ」、

「ヌメロ アルクアドラード」

     開催期間：11月８日（金）～12月22日（日）

（２）金沢産食材フェア ～Irodoriディナー【別紙２】

会   場: ハイアット セントリック 金沢「FIVE － Grill & Lounge」

     開催期間： 11月 20日（水）～ 12月 20日（金）

令和６年 11月 18日(月)

農業水産振興課

2 2 0 - 2 2 1 3

※金沢香箱

金沢港で水揚げされるメスのズワイガニ（香箱ガニ）の中でも、

甲羅幅８.２ｃｍ以上で脚の揃った容姿端麗なものを指す。

※加能ガニ金沢

   金沢港で水揚げされたオスのズワイガニの中でも甲羅幅11ｃｍ以上の

脚折れのない眉目秀麗なものを指す。



　別紙１



 

 

報道関係者各位 

2024年 10月 24日（木） 

 

ハイアット セントリック 金沢 

金沢の気候と風土に育まれた豊かな食材の魅力を再発見！ 

「金沢産食材フェア ～ Irodori ディナー」 

2024年 11月 20日（水）～12月 20日（金） 

 

「ハイアット セントリック 金沢」（総支配人： 松本 和浩、所在地： 石川県金沢市）のオールデイダ

イニング「FIVE – Grill & Lounge」は、2024年 11月 20日（水）～12月 20日（金）までの期間限定

で、地元、金沢産の食材を使用し、前菜からデザートまで多様なスタイルで堪能できる「金沢産食材

フェア ～ Irodori ディナー」を提供します。金沢がこの時季に誇る香箱ガニや鱈の白子といった魚介

をはじめ、源助だいこんや金沢春菊などの加賀野菜をたっぷりと盛り込み、シェフが趣向を凝らして

彩り豊かなコースメニューを創造いたします。 

 

冬の金沢の代名詞でもある香箱ガニはサラダ仕立てとスープの2品で丸ごと1杯を満喫できる前菜に。

繊細でコクのある蟹身、濃厚な内子とプチプチとした食感の外子の全てを贅沢に使い、蟹殻と爪も添

え、ダイナミックな見た目もお楽しみいただける一品です。金沢港で水揚げされる鱈の白子には、や

さしい香りの金沢春菊と深い甘みのある源助だいこんをあわせてお贈りします。オープンキッチンの

グリルでじっくりと焼き上げた鰤は、加賀れんこんのガレットとすり流しとご一緒に、またメインデ

ィッシュの肉料理には金沢蕪、金沢一本太ねぎ、二塚からしな等をあしらい、食感の違いと味わいの

変化をお楽しみいただけます。シェフの技が光るアレンジで、金沢産食材のクオリティと色彩、旨味

を多角的に堪能できる至高のコースを、どうぞお見逃しなく。 

 

　　別紙２



金沢産食材フェア ～ Irodori ディナー 

メニュー内容： 

・金沢港産香箱ガニのサラダ セロリラブのムース  

蟹酢ジュレ  

香箱ガニのコンソメスープ カプチーノ仕立て 

・鱈のフィレと白子のムニエル 源助だいこん餅  

金沢春菊 トリュフソース 

・塩糀でマリネした金沢港産鰤のグリル  

加賀れんこんのガレットとすり流し 金沢せり 

・オーストラリア産ビーフのグリル 金沢藤五郎のロースト 金沢蕪  

金沢一本太ねぎと二塚からしなマスタードソース 

・五郎島金時のモンブラン バニラアイスクリーム 加賀棒茶チュイルとソース 

・コーヒーまたは紅茶 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

提供期間： 2024年11月20日（水）～12月20日（金） 

提供時間： 17:30～20:00 L.O. 

提供価格： おひとり様 11,000円（税込・サービス料別） 

詳細・予約： https://bit.ly/FIVE-JP ※状況によりメニューは変更になる場合があります。 

 
  

金沢港産香箱ガニのサラダ 

香箱ガニのコンソメスープ 

鱈のフィレと白子のムニエル 

源助だいこん餅 金沢春菊  

トリュフソース 

塩糀でマリネした金沢港産鰤のグリル 

加賀れんこんのガレットとすり流し  

金沢せり

オーストラリア産ビーフのグリル  

金沢藤五郎のロースト 金沢蕪 

金沢一本太ねぎと二塚からしなマスタードソース 

五郎島金時のモンブラン 

バニラアイスクリーム 

加賀棒茶チュイルとソース 

本件に関する報道関係者からのお問い合わせ先 

「ハイアット セントリック 金沢」「ハイアット ハウス 金沢」 広報担当  

TEL: 076-256-1589 Email: kmqct.marketing@hyatt.com 

 

「ハイアット セントリック 金沢」「ハイアット ハウス 金沢」 広報事務局  

TEL：03-5572-6062 FAX：03-5572-6065 Email：hyattkanazawa@vectorinc.co.jp 

画像はこちらから：https://bit.ly/3M1Fn38

 

http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
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「金沢・建築文化会議」の開催について

金沢市では、藩政期から近現代に至る魅力的な建築が数多く存在し、重層的で個性的な

建築文化をかたちづくっています。

本事業は「建築とまちづくりを考える」をテーマとし、金沢の建築文化やまちづくりの

魅力を広く発信することで、こうした建築文化に親しんでもらうとともに、参加者と共に今後の

まちづくりについて考えるフォーラムとして、下記のとおり開催します。

                 記

１．日 時  令和６年 11 月 26 日（火）18:30～21:00（18:00 開場）

２．会 場  金沢市文化ホール・大ホール（高岡町 15 番 1 号）

３．構 成  テーマ「建築とまちづくりを考える」

【第１部】基調講演「My Works」

講師 石上 純也 氏（建築家）

【第２部】対談

石上 純也 氏

水野 一郎 氏（谷口吉郎・吉生記念金沢建築館 館長）

             コーディネーター

竹内 申一 氏（金沢工業大学建築学部 教授）

４．定 員     ７５０名（要申込）

５．その他  入場無料

令和６年 11月 18日

都市政策局企画調整課 

℡：220-2031



金沢・建築文化会議

建築とまちづくりを考える
〒920-0864 石川県金沢市高岡町15番1号会 場：金沢市文化ホール 大ホール 定 員：750名

プログラム：第１部⦿基調講演 「My Works」／石上 純也（建築家）
第２部⦿対談 登壇者／石上 純也（建築家）×水野 一郎（谷口吉郎・吉生記念金沢建築館 館長）

コーディネーター／竹内　申一（金沢工業大学 建築学部建築学科 教授）
※プログラムは予告なく変更になる場合があります。予めご了承ください。

パソコン、スマートフォンにて金沢市電子申請サービスからお申込みください。
FAXでのお申し込みも可能です。※FAXの申込用紙は裏面をご覧ください。
URL:https://ttzk.graffer.jp/city-kanazawa/smart-apply/apply-procedure-alias/kenchikubunkakaigi2024

主催：金沢市　　後援：北國新聞社

※事前予約制
〈手話通訳・要約筆記あり〉

詳しくは裏面をご確認ください

無料

（予定）11.26 18：30-21：002024. TUE



〈会場案内図〉

※お車でお越しの方は、近隣の有料駐車場をご利用ください。

金沢市文化ホール
大ホール

←武蔵 片町→

兼六園 →

尾山神社

香林坊 大和

金
沢
市
役
所

いしかわ
四高記念公園

東急

※申込情報をもとに、本市建築文化関連事業についてご案内させていただく
　場合がありますので、ご了承ください。

住　所

氏　名
（代表者）

企業名・団体名

フリガナ

氏　名
（同行者）

フリガナ
氏　名
（同行者）

フリガナ

氏　名
（同行者）

フリガナ

手話通訳・要約筆記 希望 有　　・　　無

氏　名
（同行者）

フリガナ

電話番号

TEL

E-mail

参加申込書
申込締切　2024年11月20日（水）

FAX.076-268-0212〈定員750名〉
但し、定員に達し次第、受付終了とさせていただきます。

⦿ お申し込み方法

⦿ 登壇者プロフィール

参加者の氏名、企業名・団体名、郵便番号、住所、電話番号、メールアドレス、を明記して、
パソコン・スマートフォンまたはFAXにてお申し込み下さい。（1枚で5名まで申し込みできます）

⦿ お申し込み・お問合わせ

パソコン・スマートフォンでのお申し込み 表面のURLにアクセス、または二次元バーコードを読み込んで、お申し込みください。

FAXでのお申し込み 申込用紙（当チラシ）をご利用下さい。

（株）オトムラ
「金沢・建築文化会議」係

〒920‐0342　石川県金沢市畝田西四丁目67
TEL：076-268-3737　FAX：076-268-0212
E-mail：kenchiku@otomura.co.jp

電話受付

平日9：00‐17：00

申込締切　2024年11月20日（水）
締切後の参加申し込みは下記お問合わせ先にご相談ください。

谷口吉郎・吉生記念金沢建築館館長

水野 一郎
東京大学工学部建築学科卒。
東京藝術大学大学院美術研究科修士課程
（建築学）修了。
大谷研究室を経て昭和52年金沢工業大学
助教授。昭和54年教授。平成24年副学長。
令和元年より谷口吉郎・吉生記念金沢建築
館の初代館長に就任。
金沢市木の文化都市推進アドバイザー。

金沢工業大学 建築学部建築学科 教授

竹内　申一
1990年 東京藝術大学美術学部建築科卒業
1992年 東京藝術大学大学院修了
1993～2004年 伊東豊雄建築設計事務所
2005年 竹内申一建築設計事務所設立
2011年 金沢工業大学建築デザイン学科 准教授
2017年～ 金沢工業大学建築学科教授
2024年 カタチアーキテクツ設立

建築家

石上 純也
東京藝術大学大学院美術研究科建築専攻修士課程修了後、妹島
和世建築設計事務所を経て、2004年石上純也建築設計事務所を
設立。主な作品に、神奈川工科大学KAIT工房・KAIT広場、Park 
Groot Vijversburgビジターセンター、水庭、2019年サーペン
タインパヴィリオン、House & Restaurant、水の美術館など。　
2009年日本建築学会賞（作品）、2010年第12回ヴェネチア・ビエ
ンナーレ国際建築展金獅子賞、毎日デザイン賞、2019年芸術選奨
文部科学大臣新人賞（美術部門）、OBEL AWARD、2024年フレ
デリック・キースラー建築芸術賞、2024年日本建築学会賞(作品)
など受賞多数。

JUNYA ISHIGAMI
After completing the master's program at the Department of Architecture in Tokyo 
University of the Arts, he founded junya.ishigami+associates in 2004, having 
previously worked at Kazuyo Sejima & Associates. 
Some of his notable works encompass the Kanagawa Institute of Technology KAIT 
Workshop / KAIT Plaza, the Park Groot Vijversburg Visitor Center, MIZUNIWA, the 
Serpentine Pavilion 2019, and the House & Restaurant, Zaishui Art Museum.
Junya Ishigami has been honored with prestigious awards, including the 
Architectural Institute of Japan Prize (2009), the Golden Lion award for the best 
project at the Venice Biennale 12th International Architecture Exhibition, the 
Mainichi Design Award (2010), The Minister of Education, Culture, Sports, Science 
and Technology’s Art Encouragement Prize for New Artists (of fine arts), the OBEL 
AWARD by the Henrik Frode Obel Foundation (2019),  the Frederick Kiesler-Prize of 
Architecture and the Arts(2024) and the Architectural Institute of Japan Prize (2024).

■コーディネーター
©CHIKASHI SUZUKI



令和６年 11月 18日

地域力再生課

℡220-2034

市長定例記者会見資料

大学連携学生定着促進事業

“金沢で暮らす”を考える交流会の開催について

学生の卒業後の市内定着を目指し、学生と金沢で働く若手社会人や起業家との間で、 

金沢での暮らしや仕事、子育てなどについて語り合う交流会を初めて開催します。

１ 日  時   令和６年12月７日（土） 13:30～17:00 

２ 場  所   金沢学生のまち市民交流館 交流ホール（金沢市片町２－５－17）

３ 対  象  市内または近郊の大学等に通う学生

４ 定  員   60名

５ 内  容  パネルディスカッション、学生と社会人等との個別交流 など

６ 申込期限  令和６年12月６日（金） 16:00 まで

   

     





令和６年 11月 18日

資産税課

℡ 220-2155

市長定例記者会見資料

令和６年能登半島地震に係る

り災証明書交付申請等の受付終了について

令和６年能登半島地震の発生から10か月以上が経過し、被害状況の確認が困難となってい

ることから、新たなり災証明書・被災証明書の交付申請等の受付を終了します。

１ 申請期限

  り災証明書等の交付申請の受付  令和６年１２月２７日（金）まで

２ その他

 （１）交付済り災証明書等の追加交付の申請は、12月27日以降も引き続き受け付けます。

 （２）り災証明書等交付後の２次調査・再調査については、り災証明書等の交付日から

３か月以内に申し出てください。



令和６年 11月 18日

資産税課

℡ 220-2155

市長定例記者会見資料

令和６年能登半島地震に係る固定資産税等の特例について

令和６年能登半島地震の被災者の生活再建を支援するため、被災した固定資産の代替

資産を取得した場合等において、所有者からの申告により、地方税法に基づいて、令和

７年度以降の固定資産税・都市計画税を減額します。

１ 対象地域・対象者

 令和６年能登半島地震により被災者生活再建支援法が適用された地域（石川県・

富山県・新潟県）で被災した固定資産の令和６年１月１日現在の所有者

２ 減額の期間・価格等

（１）土地

半壊以上の判定を受け、滅失・損壊した住宅の敷地に対し、令和７年度まで住宅

用地の特例を適用

（２）家屋

   半壊以上の判定を受け、滅失・損壊したため代わりに取得（売買を含む）した

家屋の被災家屋の床面積相当分の税額について、取得後、４か年度分の固定資産税

及び都市計画税を２分の１に減額（取得の期限：令和11年３月31日まで）

（３）償却資産

滅失・損壊したため代わりに取得・改良した償却資産について、取得・改良後、

４か年度分の固定資産税を２分の１に減額

（取得・改良の期限：令和11年３月31日まで）


